
番
号

名

称

住

所

市
町
村
長
又
は
特
別
区
長
に
対
し
て
特

定
中
小
企
業
者
の
認
定
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
る
期
間

5180

サ
ン
ケ
イ
建
設
株
式

会
社

鹿
児
島
県
鹿
児
島
市
薬
師
一
丁
目
二

番
四
号

平
成
二
十
五
年
五
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
六
年
四
月
三
十
日
ま
で

5181

山
陽
板
紙
工
業
株
式

会
社

岡
山
県
岡
山
市
東
区
西
大
寺
一
丁
目

二
番
五
十
五
号

平
成
二
十
五
年
五
月
十
五
日
か
ら
平
成

二
十
六
年
五
月
十
四
日
ま
で

5182

株
式
会
社
長
谷
川
鋳

工
所

埼
玉
県
川
口
市
川
口
一
丁
目
五
番
十

四
号

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
七
日
か
ら
平

成
二
十
六
年
五
月
二
十
六
日
ま
で

平成™œ年�月™›日 月曜日 第�—�š号官 報

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
栃
木
県
庁
及
び
那
須
烏
山
市
役

所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
六
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
上
高
井

郡
高
山
村
大
字
牧
字
源
内
二
六
五
七
の
九
三

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林

の
指
定
を
解
除
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

解
除
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

和
歌
山
県
田
辺

市
下
川
下
字
城
戸
五
八
〇
の
一
〇
、
五
八
〇
の
一
一
、

五
八
〇
の
一
三
か
ら
五
八
〇
の
一
五
ま
で
、
五
八
〇
の

一
七

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊
の

防
備

三

解
除
の
理
由

道
路
用
地
と
す
る
た
め

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
二
千
七
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日

農
林
水
産
大
臣

林

芳
正

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

長
野
県
木
曽
郡
木
祖
村
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

^

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

_

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
長
野
県
庁
及
び
木
祖
村
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
五
十
四
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
四
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

号
の
事
業
者
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日

経
済
産
業
大
臣

茂
木

敏
充

一
般
国
道

四
百
九
十
三

号

高
知
県
安
芸
郡
北
川
村
和
田
字
寺
谷
口
南
八
百
十
八
番

一
か
ら
同
村
柏
木
字
五
代
ミ
ゾ
五
百
九
十
二
番
六
ま
で

阿
南
市
と
安
芸
市
を
連
絡
す

る
道
路
の
一
部

一
般
国
道

二
百
五
十
一

号

島
原
市
出
平
町
甲
六
百
七
十
五
番
か
ら
同
市
有
明
町
大

三
東
戊
字
上
松
高
野
二
千
四
百
六
十
九
番
二
ま
で

南
島
原
市
と
九
州
横
断
自
動

車
道
長
崎
線
を
連
絡
す
る
道

路
の
一
部

一
般
国
道

三
百
二
十
四

号

天
草
市
港
町
九
番
三
か
ら
同
市
志
柿
町
字
城
邊
田
七
千

六
十
九
番
一
ま
で

熊
本
市
と
天
草
市
を
連
絡
す

る
道
路
の
一
部

宮
崎
県
道

飯
野
松
山
都

城
線

都
城
市
梅
北
町
五
千
九
百
十
番
十
五
か
ら
同
市
梅
北
町

一
万
九
百
六
十
一
番
六
ま
で

都
城
市
と
重
要
港
湾
志
布
志

港
を
連
絡
す
る
道
路
の
一
部

鹿
児
島
県
道

飯
野
松
山
都

城
線

曽
於
市
末
吉
町
南
之
郷
字
大
内
田
二
千
二
十
番
一
か
ら

同
市
末
吉
町
南
之
郷
字
西
ノ
原
六
千
九
番
二
ま
で

都
城
市
と
重
要
港
湾
志
布
志

港
を
連
絡
す
る
道
路
の
一
部

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
六
百
四
十
三
号

道
路
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
四
年
政
令
第
十
七
号
）
第
二

条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
大
臣
が
指
定
す
る
道
路
を
次
の
と
お
り
指
定
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日

国
土
交
通
大
臣

太
田

昭
宏

道
路
の
種
類

路
線
名

区

間

備

考

北
海
道
道

鷹
栖
東
神
楽

線

旭
川
市
東
旭
川
町
上
兵
村
三
百
三
十
四
番
一
か
ら
北
海

道
上
川
郡
東
神
楽
町
字
東
神
楽
六
百
二
十
四
番
三
十
二

ま
で

旭
川
市
と
旭
川
空
港
を
連
絡

す
る
道
路
の
一
部

一
般
国
道

二
百
七
十
九

号

青
森
県
上
北
郡
横
浜
町
字
上
イ
タ
ヤ
ノ
木
二
百
三
十
八

番
か
ら
同
町
字
豊
栄
平
六
十
番
ま
で

下
北
地
域
生
活
圏
と
東
北
縦

貫
自
動
車
道
八
戸
線
を
連
絡

す
る
道
路
の
一
部

宮
城
県
道

築
館
登
米
線

登
米
市
迫
町
佐
沼
字
新
大
瀬
百
四
十
九
番
一
か
ら
同
市

迫
町
佐
沼
字
新
二
本
杉
三
十
四
番
ま
で

東
北
縦
貫
自
動
車
道
と
三
陸

縦
貫
自
動
車
道
を
連
絡
す
る

道
路
の
一
部

宮
城
県
道

築
館
登
米
線

栗
原
市
志
波
姫
南
堀
口
百
六
十
九
番
二
か
ら
同
市
築
館

字
萩
沢
前
百
十
八
番
一
ま
で

東
北
縦
貫
自
動
車
道
と
三
陸

縦
貫
自
動
車
道
を
連
絡
す
る

道
路
の
一
部

一
般
国
道

百
四
十
五
号

群
馬
県
吾
妻
郡
東
吾
妻
町
大
字
厚
田
字
中
村
八
百
六
十

番
一
か
ら
同
町
大
字
植
栗
字
山
根
三
百
九
番
一
ま
で

沼
田
・
渋
川
地
域
集
積
圏
と

上
田
地
域
集
積
圏
を
連
絡
す

る
道
路
の
一
部

一
般
国
道

百
四
十
号

甲
府
市
西
下
条
町
字
川
代
千
三
百
四
十
七
番
十
六
か
ら

同
市
落
合
町
字
田
通
百
四
十
八
番
四
ま
で

甲
府
都
市
圏
を
環
状
す
る
道

路
の
一
部

一
般
国
道

百
九
十
七
号

大
洲
市
平
野
町
野
田
乙
八
百
七
十
七
番
一
か
ら
八
幡
浜

市
郷
三
番
耕
地
百
三
十
六
番
二
ま
で

八
幡
浜
市
と
四
国
縦
貫
自
動

車
道
、
四
国
横
断
自
動
車
道

を
連
絡
す
る
道
路
の
一
部

〇
環
境
省
告
示
第
六
十
三
号

自
然
公
園
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
二
年
厚
生
省
令
第

四
十
一
号
）
第
十
一
条
第
三
十
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
の
特
別
地
域
内
に
お
け
る

行
為
の
許
可
基
準
の
特
例
（
平
成
十
三
年
二
月
環
境
省
告

示
第
六
号
）
等
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の

日
か
ら
適
用
す
る
。

平
成
二
十
五
年
六
月
二
十
四
日

環
境
大
臣

石
原

伸
晃

第
一

利
尻
礼
文
サ
ロ
ベ
ツ
国
立
公
園
の
特
別
地
域
内
に

お
け
る
行
為
の
許
可
基
準
の
特
例
（
平
成
十
三
年
二
月

環
境
省
告
示
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
中
「
第
十
一
条
第
十
六
項
」
を

「
第
十
一
条
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

第
四
条
中
「
該
当
す
る
行
為
」
を「
該
当
す
る
も
の
」

に
改
め
る
。

第
二

知
床
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
区
内
に
お
け
る
行

為
の
許
可
基
準
の
特
例
（
平
成
十
三
年
四
月
環
境
省
告

示
第
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
第
十
一
条
第
十
六
項
」
を
「
第

十
一
条
第
十
七
項
」
に
改
め
る
。

第
三

阿
寒
国
立
公
園
の
特
別
地
域
内
に
お
け
る
行
為
の

許
可
基
準
の
特
例
（
平
成
十
二
年
八
月
環
境
庁
告
示
第

四
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
三
項
及
び
第
三
条
第
三
項
中
「
を
定
め
る

件
」
を
削
る
。

�


		2013-06-23T14:46:02+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




